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特集 : ミ カ ン キ イ ロ アザ ミ ウ マ ( 3 ) 

野菜と花き類における発生実態と防除対策

は じ め に

ミ カ ンキ イ ロ ア ザ ミ ウ マ (Frankliniella occidentalis 
(P E RGANDE ) ) は ア メ リ カ 合衆圏 西 部 を 起 源 と し ，
1970�80 年代に か け て ， 世界 的に 分布 を拡 大 した。 現
在では北米， 中南米， ヨ ー ロ ッ パ全域 ， イ ス ラ エ ル， 南
ア フ リ カ 共和国， オ セ ア ニ ア ， そ し て 韓国で発生が確認
さ れ， 施設栽培の花 き ， 果菜類 を 中心に ， 各種作物で被
害 を 発生 さ せ てい る (TOMMASINI and M AINI ， 1995) 。 わが

国 で は 1990 年に 埼玉， 千 葉両県 で初 め て 確認 さ れ (早
瀬 ・ 福田， 1991 ) ， 92 年以降， 急速に 分布 を拡大 し， 96 
年 11 月 ま でに 44 都道府県 で発生が確認 さ れてい る 。 本
種に よ る 被害 は初期に は花 き 類 を 中心に発生 した が， 分
布鉱大 と と もに ， 欧 米 と 同様に 多 く の作物で被害が発生
し てい る 。

こ こ で は， 静岡県 で得 ら れた知見 を 中心に ， 花 き ・ 野
菜類に お け る 本種の発生生態 と防 除対策に つい て紹介 し
たい 。

I 被害概要と寄生部位

1 花き類

本種 は広食性の害虫で あ り ， 被害作物 は 多種多様に及
ぶ。 し か し ， 本種 は 特に 花 を 好 む 性質 か ら ， シ ク ラ メ
ン， ガ ー ベ ラ ， イ ン パ チ ェ ン ス ， キ ク ， カ ー ネ ー シ ョ
ン， パ ラ ， ト ル コ ギキ ョ ウな ど， 多種類の花 き 類で被害
が発生 し てい る (福田 ら ， 1991 : 土屋 ら ， 1992) 。

キ ク の場合， 生育期に は本種 は 主に芽に 寄生 し ， ミ ナ
ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ と 同様に 新薬 の葉表に ケ ロ イ ド症状
を発生 さ せ る 。 し か し ， 開花す る と 直 ちに菅 内へ成虫が
侵入 し ， 嘗 内部の密度 は 開花 と と もに増加， やがて幼虫
も 多数発生す る (図 -1) 。 特に 他 よ り も 開花 の 早い 花 は
集中的に寄生 さ れ， 開花初期 の警に おい て も 花弁 の食警
が認め ら れ る 。 花の被害 は 開花の進行 と と もに拡大 し ，
白 や黄色な どの淡色系の花弁 で は褐色の かす り 症状に ，
赤紫な どの濃色系 の花弁 では部分的な退色 とな る 傾向が
あ る 。 こ の傾向 は他の花 き 類で も 同様であ る が， パ ラ で
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は花弁 の 先端部が褐 変 す る 。 ま た ， ホ オ ズキ で は 花に
成 ・ 幼虫が多寄生す る と ， 開花期途 中 また は終了直後に
花が落下 し て し まい ， 宿存が く の着果率低下に よ り 商品
価値 が著 し く 低下す る ( 多々 良 ら ， 1995) 。

2 野菜類

野菜類では， イ チ ゴ， ト マ ト ， ナ ス ， ピ ー マ ン， キ ュ
ウりな ど の果菜類 を 中心に ， ホ ウ レ ン ソ ウ や レ タ スに も
発生 し (片山 ・ 多 々 良， 1994) ， 作物に よ っ て 様々 な 部

位が加害 さ れ る 。
果菜類では， 成虫 は 主に 花に 寄生す る が， 食害に よ る

直接的な被害 は発生 しない。 し か し ， ト マ ト で は子房 が
産卵 さ れ る と ， 幼果 の と き に 産卵痕 周囲 が 白 く 膨 ら む
“ 白 ぶ く れ"症状が発生す る 。 成熟後 は 白 ぶ く れ は 治 ま
る が， そ の部位 は着色がや や不良 で あ り ， 産卵痕 が褐色

にな っ て目立った め ， 品質が低下す る 。 また ， ナ ス で は
白 ぶ く れ は発生 しない が， 子房先端へ の産卵に よ り 脱色
白斑が生 じ ， 果実肥 大 と と もに果頂部が着色不良 とな る
(根来 ら ， 1997) 。 た だ し ， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マに よ
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図 - 1 キ ク に お け る ア ザ ミ ウ マ 類成 ・ 幼虫 の部位別寄生

数の推 移 (片山. 1997 a) 

部位別 に分解 し ， 肉眼に よ り 成 ・ 幼虫別 に 計数 し た .

同時 に 行 っ た頂部 の ア ル コ ー ル洗浄調査か ら ， ア ザ
ミ ウ マ 類成虫 に占める ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の比
率 は， 開花前 に は 92�100%. 開花後 に は 63�73%
であ っ た.
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り 発生す る か さ ぷた状の激 し い被害 と はな らな い。
イ チ ゴで は花に 多数の成虫が寄生 し ， やがて幼虫が多

発生す る が， 花弁 が褐変す る 程度 で こ の と き は直接的な
被害に はな らな い。 し か し ， 開花終了 と と もに成虫 は他
の開花中の花に移行す る が， 幼虫 は そ の ま ま 幼果に 止 ま
り ， ガ ク の下や種子周 囲 の く ぽみに 潜み， 果面 を食害す
る 。 特に マ ルチ と 接 した部分に 幼虫が生息す る 場合が多
く ， 初期に は種子周 囲が賞化 また は褐変す る が， 食害が

進む と マ ルチに接 した果面全体が黄化 また は褐変 し， 著
し い被害 とな る 。

こ の ほ か， キ ュ ウ リ や ピ ー マ ン で も 成 虫 は 花に 集 中
し， キ ュ ウり で は 果面の傷や果実の湾曲が， ピ ー マ ン で
は果梗部に かす り 傷状の被害が発生す る 。

着花前の キ ュ ウ リ ， ナ ス お よ び ト マ ト で は ， 成虫 は展
開業に 寄生 し ， 幼虫 も 発生す る 。 キ ュ ウ リ では， 初期に
は葉裏の葉脈に 沿 っ て シ ルパ リ ン グが発生す る が， やが
て， 食害 さ れた 葉脈聞 は え 死 し， 白~灰 白 色 の 数 mm
の斑点 とな り ， 葉表か ら も 確認で き る 状態 とな る 。 同様
の被害 はナ ス ， ト マ ト ， メ ロ ン， イ ン ゲ ン マ メ ， リ ー フ
レ タ ス ， ハ ネ ギ で も 確認 さ れてい る 。 ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ
ミ ウ マ も キ ュ ウ リ ， メ ロ ン お よ びナ ス の葉に 多発生す る
が， 葉裏が シ ルパ リ ン グ とな るた め ， 本種 と は 明 ら かに
被害様相が異な り ， 被害に よ り両 種の 区別 が可能 と 考 え
ら れ る 。

E 発 生 生 態

1 生活史
海外で は ソ ラ マ メ の葉 (LUBL lNKHOF and FOSTER， 1977) 

や ピ ーナ ッ ツ の葉 (LoWRY et al. ，  1992) ， また は リ ン ゴ
の花粉 を 添加 した キ ク の葉 (ROBB， 1989) を エ サに 本種
の発育 を調査 した報告があ る 。 し か し ， 本県で は本種は
キ ク の花に 多発生す る こ と か ら ， キ ク の小花 を エ サに発
育 と 増猶に つ い て調査 した 。

各 ス テ ー ジ の 発育期 聞 は 15"-'30.C ま で は 温度 の 上昇
と と もに短 く な り ， 卵 か ら 羽化 す る ま で の 発育期 聞 は
15.Cで は 34 . 2 日 で あ った が， 30.Cで は 9 . 5 日 と 発育速
度 は 3 . 6 倍にな った (表一1) 。 し か し ， 35.Cで は 30.C と
ほ と ん ど変わ ら ず， また発育率が低い こ と か ら ， 発育適
温 の 上 限 は 30"-'35.Cに あ る と 考 え ら れ た。 ま た ，
15"-'30.C ま での飼育温度 と 発育速 度 の 関係か ら ， 発育ゼ

ロ 点 は 9 . 4.C， 羽化 ま での有効積算温度 は 194 日 度 で あ
った (片 山， 1997 b) 。

一方， 羽化直後の雌雄一対に ， キ ク の 小花 を 与 え ， 2 
日 ご とに小花 を 交換 し ， 産卵 さ れた 卵 を 酸性 フ ク シ ン を
用い て染色 し て計 数 した 。 そ の結果， 成虫の生存期 聞 は
温度 の上昇 と と もに短 く な った が， 30.Cで も 37 日間 生
存 し， 比較的長期間 生存す る ア ザ ミ ウ マ と 考 え ら れた。
また， そ の 聞の総産卵 数 は 各温度 と も 100"-'300 卵 の 範

表 ー 1 ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 発育率 お よ び発育期間

に対す る 飼育温度 の影響叫 (片 山. 1997 b) 

温度 発育率b) 発育期間 ( 日 )

(・C) (%)  卵 幼虫 鏑 計

15 75 . 0  8 . 8  14 . 8  10 . 6  34 . 2  
20 75 . 0  4 . 6  8 . 8  5 . 9  19 . 2  
25 73 . 6  3 . 2  5 . 3  3 . 5  12 . 1  

30 78 . 1  2 . 4  4 . 4  2 . 7  9 . 5  

35 23 . 1  2 . 3  4 . 3  3 . 0  9 . 6  

2) : キ ク (秀芳の力) の小花 を エ サ と し た .
日 長条件 : 16 時間明 ・ 8 時間暗.

同 : ふ化幼虫が正常 に羽化 し た比率.

表 - 2 キ ク の小花 お よ び葉で飼育 し た ミ カ ン キ イ ロ ア ザ

ミ ウ マ 雄成虫 の 生存期 間 お よ び産卵 数叫 (片 山，
1997 b) 

餌の部位
温度

供試数
生存期間 総産卵数

(・C) ( 日 ) (卵/ ♀ )

小花 15 12 99 253 
20 1 1  64 231 
25 10 46 249 
30 1 1  37 183 

展開業 25 10 24 10  

叫 : 供試品種 : 秀芳の力.

日 長条件 : 16 時間明 ・ 8 時間暗.

囲であ った 。 し か し ， 同様の方法で キ ク の薬 片 を与 えた
場合， 生存期 聞 は小花の場合の 52% ， 産卵数 は 4 . 2%に
激減 した (表-2) 。 海 外 で は ワ タ の葉 と 花粉 を 与 えた 場
合に 比べ， 葉 の み を 与 えた 場 合 は ， 生存期 聞 は 76%，
産卵数 は 26%に減少 した と の報告が あ る (TRICHlL O and 

LEIGH ， 1988) 。 こ れ ら か ら ， 本種の成虫 は 花弁 や花粉 を

摂食す る こ とに よ り 産卵数が増加 し ， 増殖能力が上昇す
る と 考 え ら れ る 。

一方， ふ化幼虫に 各種作物の葉 を 与 えた場合， ほ と ん
どの作物で良好に 発育 した こ と か ら ， 幼虫 の 発育に と っ
て は葉 も 十分な エ サ とな り う る と 考 え ら れた (表-3) 。

2 発生消長

本県西部地 区に おい て ， 青色平板粘着 ト ラ ッ プ (色 :
マ リ ン ブルー ) を 用 い， 本種の発生消長 を 調査 した 。 そ
の結果， 本種の誘殺 は 4 月 中句 ご ろ か ら始 ま り ， 5 月に
急増， 6 月に ピ ー ク とな り ， 7 月に は 減 少 した 。 9 月 か
ら は再び増加 し ， 年に よ っ て は 10 月に 小 さ な ピ ー ク が
形成 さ れ る 場合 も あ り ， 1 1 月 ま で わ ず かな が ら も 誘殺
さ れた (圏一2) 。

と こ ろ で， イ チ ゴで は本種に よ る 果実被害が 3 月 ご ろ
か ら 多発す る が， 年内か ら 発生す る 場合 も あ る 。 本県病
害虫防除所の調査に よ る と ， 定植苗に は寄生が見 ら れな
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い が， 10 月 上旬 の 第一花房開花初期 か ら ご く 少数な が
ら 花に成虫が確認 さ れた (多々 良 ら ， 私信) 0 1 1 月 ま で
は野外で少数な が ら 発生 し てい る こ と か ら ， イ チ ゴ の開
花後にハ ウ スへ の侵入 した個体が発生源であ る と 考 え ら
れ る 。

3 野外に お け る 植物寄生 と 越冬

本県西部地区に おい て ， こ れ ま でに 本種の寄生 を確認
した雑草 は 10 科 28 種に 及ぶ (表-4) 。 特に 春 か ら 初夏

に は 開花 し てい る 雑草の種類， 量 と もに 多 し こ れ ら の
雑草が増殖場所 とな り ， 発生 を助 長 し てい る こ と が考 え
ら れ る 。

と こ ろ で， 本県西部地区のキ ク 産地で は 多 品種が栽培
さ れ， 農家 自 身 が苗生産 を行 う 場合が多 く ， 栽培潤場の
周囲に は親株聞場があ り ， 夏か ら 初冬 ま で多数の花が咲
く 状態であ る 。 こ れ ら の親株圃場で は防除圧が低い こ と
か ら ， 本種が高頻度に 寄生 し て お り ， 本種の発生 を助 長

表 - 3 各種作物の葉 に お け る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 幼
虫の発育率お よ び発育期間叫

植物名 供試数 発育率同 (%) 幼虫期間 ( 印

イ ン ゲ ン 39 59 6 . 9  
イ チ ゴ 24 79 8 . 1  

キ ュ ウ リ 13 77 7 . 9  
ナ ス 26 62 8 . 1  
ト マ ト 31 90 7 . 8  
ピ ー マ ン 23 57 10 . 6  
ガーベ ラ 10 40 9 . 6  
キ ク 38 76 8 . 5  

剖 : 飼育条体 : 20・C恒温， 16 時間明 ・ 8 時間暗.
同 : ふ化幼虫が正常 に羽化 し た 比率.

12 

し てい る と 考 え ら れ る 。
秋に本種が残 したキ ク の親株闇場 を 翌春 ま で月に 1 回

程度の調査 した 結果， 芽や葉柄基部の す き 聞に 成 ・ 幼虫
が絶 え ず確認 さ れた 。 また， 圃場周囲に発生 し てい る ノ
ポ ロ ギ ク ， ホ ト ケ ノ ザ， ス ズ メ ノ カ タ ビ ラな ど多種類の
雑草に おい て も ， 冬 中 ， 寄生 が確認 さ れた (片山 ・ 池
田， 1995) 。 こ の よ う に ， 本県 で は野外越冬が可能なた
め， 春の密度が高い う えに ， 増殖場所が野外に 存在す る
た め， 多発 し や すい 条件に あ る 。

皿 防 除 対 策

1 議剤防除

1980 年代， 欧 米 で は 有機 リ ン 剤， カ ー パ メ ー ト 剤 お
よ び合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤に対 し て抵抗性が発達 し てい る

袋 一 4 静岡県西部地 区 に お げ る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の寄生 を
確認 し た雑草類

種 名

ノ ポ ロ ギ ク ， セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ， ア レ チ ノ ギ ク ，
ハ ル ノ ノ ゲ シ， ハ ル ジ オ ン， チ チ コ グ サ モ ド キ ，
ヒ メ ジ オ ン， ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ， ヨ モ ギ， セ イ
タ カ ア ワ ダチ ソ ウ ， コ セ ン ダ ン グサ

マ メ 科 カ ラ ス ノ エ ン ド ウ ， シ ロ ツ メ ク サ， ク ズ
タ デ科 ギ シ ギ シ， ス イ バ， ハ ル タ デ， ハ ナ タ デ

ナ ス 科 テ ル ミ ノ イ ヌ ホ オ ズ キ

科 名

キ ク 科

ヒ ユ科 イ ヌ ピユ
パ ラ 科 ヘ ビ イ チ ゴ

シ ソ 科 ホ ト ケ ノ ザ
ゴマ ノ ハ グサ科 オ オ イ ヌ ノ フ グ リ
ナ デ シ コ 科 コ ハ コ ベ， オ ラ ン ダ ミ ミ ナ グサ
イ ネ科 イ ヌ ピエ ， エ ノ コ ロ グサ， メ ヒ シ パ

10 
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図 - 2 静岡県西部地区の露地圃場 に お け る 青色粘着 ト ラ ッ プに よ る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の誘殺消長
キ ク ， ミ カ ン お よ び休耕地の計 6 か所に 20 X 20 cm の平板粘着 ト ラ ッ プ (色 は マ リ ン プル ー ) を設置 し ， 片面
の誘殺数の平均値 を 示 し た .
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こ と が 報 告 さ れ て い る (IMMARAJU et al . ，  1992 ; 

BRODSGAARD， 1994) 。 わ が 国 で は 侵入 当 初 か ら 各種殺虫
剤， 特 に 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 に 対 す る 感 受性 が 低 く
(多 々 良 ・ 鈴木， 1993) ， 欧米で薬剤抵抗性 を獲得 し た 系
統が侵入 し た と 考 え ら れ る 。 特 に ， 雌成虫 は 多 く の薬剤
に対 し て感受性が低 く ， 有効な薬剤が少 な い。 し か し ，
薬剤 に対す る 感受性は発育ス テ ー ジ に よ り 異 な る と 考 え
ら れ， 幼虫 は有機 リ ン剤 に対 し 比較的感受性が高 い傾向
に あ る (片山， 1997 c) 。

IGR 剤 の 中 で は フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン， ク ロ ル フ ル ア
ズ ロ ン は幼虫 に対す る 殺虫活性が高 い こ と が確認 さ れて
い る (多々 良， 1994) 。 ま た ， フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン に 接
触 し た 雌成虫 は正常 に産卵す る が， そ の卵 は正常 に ふ化
す る こ と がで き ず， 次世代の抑制効果が高 い と 考 え ら れ
る (片 山， 未発表) 。

前述の よ う に本種の主要な生息部位 は花であ る た め ，
散布剤が花 の 内 部 に 届 き に く く ， 薬剤防除が困難な要因
の一つ に な っ て い る 。 そ こ で， ポ ッ ト 試験 に よ り 幼虫 に
対す る 粒剤 の活性 を 検討 し ( 片 山 ， 1995) ， 活性の 高 か
っ た 3 剤 に つ い て ， 着菅後の キ ク へ株元施用 し た 結果，
花の 被害 を 抑制 す る 効 果 が認 め ら れ た (片 山 ・ 小林，

1997) 。

し た が っ て ， 成虫 に 対 し 活性の高い薬剤 を連用せず，
幼虫 に 活性の あ る 有機 リ ン 剤， IGR 剤 お よ び粒剤 を 組
み合わせ る こ と に よ り ， 抵抗性の発達 を 回避 し つ つ ， 防
除が可能 と 考 え ら れ る 。

2 耕種的防除

本種 は薬剤防除が難 し い害虫 で あ る の で， 発生源の除
去 を 中心 と し た耕種的防除 を 実施す る こ と が よ り 重要 と
思わ れ る 。

- 収穫残 さ の除去

パ ラ や ガ ーベ ラ な ど の収穫期間の長い花 き 類では， 本
種の増殖場所 と な る 花が絶 え ず存在す る た め ， 発生が途
切れに く い。 さ ら に ， 規格外品質の花 を収穫せ ず放置す
る 場合やパ ラ で は栽培方法 に よ っ て は収穫 し な い花が多
数発生す る 場合が あ る 。 前述の よ う に 本種は花 を摂食す

る と 増殖能力 が上昇す る た め ， 満開期 を 過 ぎ た 花 は格好
の増殖場所 と な り ， 薬剤散布 を頻繁 に 行 っ て も ， す ぐ に
密度が回復 し て し ま う 。 井手 ら (1996) は， 施設栽培の
パ ラ に お い て ， 収穫適期 を 過 ぎ た 花 を摘み取 る 作業 を行
う こ と に よ り ， 被害 を抑制で き る こ と を 実証 し て い る 。
同様の こ と は本県病害虫防除所 も 確認 し て い る (石上，
私信) 。 パ ラ に お け る 不要花 の 除去作業 は労力 が か か る
が， 本種が多発す る と 薬剤防除 で は 全 く 被害 を抑制で き
な い場合 も あ る の で， 除去作業 は重要であ る 。

ま た ， 栽培終了後の株 を放置す る と ， 本種が多発生す
る こ と が あ り ， 周辺作物への発生源 と な っ て し ま う 。 園
芸地帯 で は ， 多種 の 作物が多様 な 作型 で栽培 さ れ て お
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り ， 本種 の 寄主植物が一年中栽培 さ れ て い る 場合 も 多
い。 こ の た め ， 栽培終了後 に は速 や か に 作物 を処分す る
こ と に地域的 に 取 り 組み， 地域内 の発生源 を で き る 限 り
少な く す る 必要があ る 。

・ 除草

前述の よ う に ， 春か ら 初夏の本種の増殖場所 と し て 雑

草の花が重要 と 考 え ら れ る 。 ま た ， イ ネ 科雑草の よ う に
増殖 し な い雑草で も ， 薬剤散布時 な ど の一時的 な避難場
所や越冬場所 に な る と 考 え ら れ る の で， 圃場周 囲 の 除草
に常に努め る 必要が あ る 。

以上の よ う な， 発生源 の 除去 の ほ か に も ， 施設栽培で
は 開口部周 囲 に 防虫 ネ ッ ト を 張 り ， 本種の侵入 を抑制す
る こ と も 重要 と 考 え ら れ る 。

お わ り に

ヨ ー ロ ッ パで は ピ ー マ ン や キ ュ ウ リ に お い て 本種 に 対
す る ハ ナ カ メ ム シ類や カ プ リ ダニ類 を利用 し た 天敵防除
が実用化 さ れて お り ， 花 き 類で も こ れ ら の利用 が検討 さ
れつ つ あ る 。 わ が国 で も イ チ ゴ に お い て ク ク メ リ ス カ プ

リ ダニが登録段階 に あ り ， 在来種の ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム
シ に つ い て も 大量増殖お よ び放飼試験が進 み つ つ あ る
(永井， 1997) 。 野菜類では今後 こ れ ら 天敵の利用 も 期待
さ れ る 。
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